
受講している人たちに試食してもら
い感想を聞きました。初めて販売し
たのは「フジエダチャレンジマル
シェ」でした。製品としてカタチに
なったものを見た時には、これから
これで商売していくのだなという覚
悟ができました。ほどなく開業届を
提出し「こんにゃく工房芋香」とし
て事業を開始しました。

起業で大変だったこと　
「まんさいかん」に出荷するなど
本格的に販売していくために、工房
が必要になりました。朝2時から作
業に取りかかり6 時に茹で始めて、
7 時すぎに商品が出来上がります。
高齢の親に心配をかけず毎日の生活
と両立させるために、自宅の庭先に
コンテナ式の工房を建てることにし
ました。資金面や工事において夫や
その友人たちが協力してくれたおか
げで、安心してこんにゃくを作る環
境が整いました。
「まんさいかん」では、すでにい
くつかの農家や業者がこんにゃくを
販売していて、最初は思うようには
売れませんでした。落ち込んだりし
ながらも、アカデミーの仲間をはじ
め周りの人たちが食べておいしかっ
たよと言ってくれるので、がんばっ
てみようと思うことができました。
その頃は売上や経費のことよりもお
客様に喜んでもらうことを最優先に
考えていました。作って、包装した

ら配送して…の繰り返しで、ほぼ休
むことなく一日中働いていました。
お金の計算は未経験だったので、ア
カデミーや「志太ビジネスプラング
ランプリ」での発表準備、創業支援
室の「ブラッシュアップセミナー」
などを通じて、だんだん考え方を身
につけていきました。価格のつけ方、
いくつ売ればいくらになるから人件
費や材料費はこれくらい…そうやっ
て計算していくことを教えてもらい
ながら、ようやく今は赤字を出さず
にやっていくことを意識するまでに
なりました。パッケージや商品サイ
ズなどについて助言してもらえたの
も、とても参考になりました。いろ
いろ勉強させてもらったことが、実
践の場でようやく分かるということ
も多くあります。

起業してよかったこと
「まんさいかん」に納品に行くと

「待ってたよ～」と言って買って行っ
てくれるお客様がいます。「これこ
れ！」と言いながら喜んでくれる姿
を見ると、やってよかったなと思い
ます。コストのことを考えると売り
先を絞った方がいいのですが、待っ
ていてくれるお客様がいると思う
と、がんばって届けたいと思ってし
まいます。
農産物直売所の「ちょっくら」は

田舎の味を求めて来店されるお客様
から好評です。作る時は楽しいので
ついつい頑張ってしまいますが、体
力の続く限り、おいしい手づくりこ
んにゃくを提供していきます。
ときどきマルシェに出店したりす
ると「どうやって食べたらいいです

か？」とよく聞かれます。レシピの
紹介まではなかなか手が回っていま
せんが、おいしい食べ方を提案して
いきたいと思っています。また季節
がら夏はこんにゃくが売れにくくな
るので、こんにゃくを使ったスイー
ツの開発も楽しみながら行っていま
す。試作のみたらし団子もなかなか
美味しくて評判がよかったです。こ
んにゃくゼリーも改良を重ねてすご
く美味しくなりました。はじめは全
く別の事業での起業を考えていまし
たが、こんにゃくづくりを選択した
ことは正解だったと思えるようにし
ていきたいです。

これからの夢や目標
今後はふるさと瀬戸谷に加工場兼
販売所を開き、できたてのこんにゃ
くを食べてもらえるようにしていき
たいです。藤の瀬会館の近くに実家
があるので、古い建物を改修して手
づくりこんにゃく体験や直売を行っ
ていきます。母が健在な間に事業を
スタートさせたいと準備に取りか
かったところです。大井川商工会に
サポートしてもらいながら、資金計
画や収支計画を煮詰めています。大
好きな瀬戸谷で、高齢になった両親
のそばでできる仕事があったらいい
なと考えていて、それがこの仕事で
実現できます。
手練りの技術を母から教わりまし
たが、私から若い世代への継承も将
来的には考えたいです。事業として
行ってみて、やはり独りではできな
いと実感しました。みんなができる
ようになればと思います。「手練り」
という点にはこだわっていきたいの
で、たくさん作るためにできること

を考えると、皮むきはある程度機械
化できるのではないかと思います。
こんにゃく芋の皮は固く、手で剥く
作業はものすごく時間がかかり、手
も痛めてしまいます。そのこんにゃ
く芋も藤枝産にこだわりたいと、畑
で栽培も始めました。この夏は暑さ
で枯れてしまう木も多くありました
が、2 年、3 年と時間をかけて収穫
できる時が今から楽しみです。

エフドアを
これから利用する人に　
本当にいつも見守られている感じ
で、何かあったらエフドアに行こう
と思っています。初めて訪ねた時に、
真剣に私の夢物語を聞いてくれたと
いうのが嬉しかったです。子育て世
代の人など忙しい毎日の中で、ふと
「自分ってなに？」と思う時があり
ます。私も家事と仕事に追われた時
期があり、自分の時間が全然なくて
すごくみんなが羨ましく見えたこと
がありました。自分の時間を作りた
いと考えた時に、こういう働き方は
どうだろうか、こういうことを始め
たいなと思ったりしたら、エフドア
のドアを叩いてくださいとお勧めし
ます。私はすぐに相談に行きたかっ
たのに毎日はやっていないと言われ
て、予約を取ってからその日が待ち
遠しかったです。
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起業までの道のり
ふるさと瀬戸谷ではみかんの木の
下でこんにゃく芋を栽培する家が多
く、祖母、母と代々こんにゃくを手
づくりする習慣がありました。父か
ら「こういうこんにゃくを作る人も
高齢化で少なくなったから貴重だ
よ」と言われ、母が教えられるうち
に覚えておいたらどうかと勧められ
たことが、こんにゃくを作り始める
きっかけでした。その頃保育士を辞
め、ふるさと瀬戸谷を盛り上げたい
と趣味を活かしたランナーズステー
ションでの開業を目指し、融資の相
談のためエフドアに行きました。そ
こで勧められた２つの講座「女性の
ための小さな起業講座」「ふじえだ
女性ビジネスアカデミー」でビジネ
スについて学び、講師の方々のアド
バイスもあって、手づくりこんにゃ
くを事業としてやってみようと思う
ようになりました。
最初は瀬戸谷で母に教わりながら
試作を繰り返し、一緒にセミナーを
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焼津市利右衛門
　　https://www.instagram.com/konnyakukoubou_uka55/
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大石 祥好さん
【プロフィール】
2024年11月に「こんにゃく工房芋香」
として開業した。瀬戸谷を盛り上げた
い、年老いた両親の近くでできる仕事
をしたいと、保育士から手づくりこん
にゃくを製造販売する毎日へ。こん
にゃく芋を使い、一から作る手練りの
昔ながらのこんにゃくは、芋の香りが
残る素朴で懐かしい味わい。じわじわ
とファンを増やしている。「第12回志太
ビジネスプラングランプリ」で準グラ
ンプリを獲得した。


